
 

 

 

 

 

卒業に寄せて 「感謝」と「３つのい」 

 ６年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

最近のみなさんを見ていますと、小学校卒業の喜

びと、来るべき中学校生活への新たな決意が伺わ

れ、とても頼もしく思えて嬉しい気持ちがわいて

きます。その私の何十倍も何百倍もの心でみなさ

んを見つめてくれているのが、家族の人たちです。

それは、あなたが生まれてくる前から無事に生ま

れることができるようにみんなでお母さんの体を

気遣い、お母さん自身も、食べ物に気をつけたり、

階段の歩き方などにまで気を遣って暮らしていた

と思います。そして、あなたが生まれてくる日、

お母さんは、精一杯の力を振り絞ってあなたを産

んだのです。いのちを誕生させるという、お母さ

んの人生にとって大きな、そして大事な仕事をし

たのです。あなたが生まれてからも、「オムツが

汚れていないだろうか」「夜なぜこんなに泣くの

だろうか」など、家族の人たちは夜も寝ないで心

配したり悩んだりしたこともあったでしょう。そ

してあなたは、はいはいやよちよち歩きができ、

話すこともできるようになって、さらにすくすく

と成長し、とうとう、小学校の卒業式を迎えるこ

とができました。今日まで、家族の人の深い愛が

あって今の自分があることを感謝の念をもって、

もう一度かみしめてほしいと思います。 

 みなさんはこれからも、家族を中心に、いろい

ろな人に関係を広げながら人生を歩んでいきま

す。そこで、小学校の卒業にあたって、私からこ

れからの人生で是非大切にしてほしい○いのつく

言葉を三つ贈りたいと思います。 

 まずはじめの○いは、『命』の○いです。たっ

たひとつしかないかけがえのない自分の命を大切

にしてください。人生には悲しいことや苦しいこ

ともありますが、生きてさえいれば家族や仲間や

先生たちと楽しいことがたくさん味わえ、自

分の夢や希望を叶えることができます。どん

なことがあっても、自分で自分の命を絶って

はいけません。生きることのすばらしさ、生

きていることの喜びをしっかり味わって、自

分らしくたくましく生き抜いてほしいと思い

ます。 

 二つめの○いは、『意志』の○いです。人

は誰でもよりよくなりたい、自分の可能性を

試したいという願いをもっています。自分の

願いを実現させるためには、目標を立て、く

じけない強い意志を持って努力することが大

切です。強い意志のない実行力はあり得ませ

ん。努力をしない目標もあり得ません。実行

すれば何でも達成できると思うのは間違い

で、強い意志と努力という裏づけが伴った実

行力が必要なのです。どうか皆さんも、大き

な夢を持ち、その夢に向かって、強い意志で

日々の努力を続けてほしいと思います。 

 三つ目の○いは、『今』の○いです。過ぎ

去った失敗にくよくよしていてもどうにもな

りません。また、これから先の失敗を恐れて

不安がっても仕方がありません。大切なのは、

今、この時です。今、この時を真剣に一生懸

命生きること、今できることを精一杯明るい

気持ちで実行していくことが大切です。『今』

というこの時はもう二度と返ってきません。

どうか、一日一日を大切に自分を磨いていっ

てほしいと思います。 

 みなさんは、一人一人が『世界にひとつだ

けの花』です。大人に近づくほど、人生は必

ずしも楽しいことばかりではありませんが、

家族をはじめ、身の回りの人々への感謝の心

と、いのちを大切にする気持ち、強い意志、

そして今を真剣に取り組む実行力があれば、

きっと『世界にひとつだけの花』は、大きく

花開くときがやってきます。どうかあなただ

けのすばらしい人生の花を咲かせてくださ

い。 
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六年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 

六年間の小学校生活はいかがでしたか？ 

この山東小学校での六年間で皆さんは、多くの

友達や仲間をつくり、勉強やスポーツ、修学旅行

や遠足などいろいろな思い出を作ったことと思い

ます。ときには喧嘩をしたりともに涙したり、抱

き合って喜んだりしながらここまで成長してきま

した。この成長の過程には、多くの先生方、ご両

親やご家族、地域の方々そして友達の力があった

はずです。そして、この多くの出会いが皆さんの

大事な宝物になります。今、気づかないかも知れ

ませんが、時がたち皆さんが大人になったとき、

今のこの時を振り返ると懐かしく思い、すばらし

い時間を過ごしたなって思える日が来るはずです。 

人は一人では生きていけません。人を思いやり、

助け合いながら日々成長していくのです。勉学だ

けでなく心の通い合った人間関係を身につけてほ

しいと願っています。 

 

保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうござ

います。心よりお喜び申し上げます。 

また、六年間の育友会活動に惜しみないご協力

を戴き、本当にありがとうございました。この場

をお借りして心から御礼申し上げます。 

 

最後に中学校での勉強やスポーツに皆さんの今

後ますますのご活躍をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

ご卒業おめでとうございます 

     教頭    西岡 美也子 

 

みなさんのことを思うとき、

いろいろな姿が目に浮かんで

きます。隅から隅まで丁寧に

掃除する姿。国語の授業に真

剣に取り組む姿。委員会活動を頑張る姿。ほ

かの学年のお手本でした。 

みなさんは 6 年間でどんなことを思い出し

ますか。遠足、運動会、音楽会。様々な出来

事がありましたね。その時のことを想像して

みてください。その時一人ではなく、周りに

先生や友達がいたでしょう。地域の方や、家

族の方々もいらっしゃったかもしれません。

数えきれない方々が、みなさんを育ててくれ

ました。そして、みなさんに関わってくださ

った方々が、みなさんの卒業を祝ってくれて

います。 

中学校ではどんな出来事が待っているでし

ょう。楽しいこと、つらいこと。たくさんの

経験があなたたちを成長させてくれます。小

学校 6 年間であなたたちを立派に成長させて

くれたように。そして小学校の時のように誰

かがあなたたちの側にいて応援してくれます。

時には、あなたが応援してあげる人になって

ください。私は中学校では側にいて応援でき

ないけれど、小学校からエールを送ります。 

  

   いきものがかり   YELLより 

サヨナラは悲しい言葉じゃない 

それぞれの夢へと僕らを繋ぐ  YELL 

ともに過ごした日々を胸に抱いて 

飛び立つよ 独りで 未来（つぎ）の空へ 

             （一部抜粋） 

失敗を恐れず、自分を信じて頑張ってくだ

さい。ご卒業おめでとうございます。 

 

 


